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第
71
回
定
期
大
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
伴
い
、
オ
ン
ラ

イ
ン
を
交
え
、
通
常
よ
り
も
日
程
を
圧
縮

し
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。そ
の
た
め
、

役
員
選
挙
お
よ
び
産
別
統
一
ス
ト
権
の
投

票
は
事
前
に
郵
送
で
行
い
ま
し
た
。
大
会

の
様
子
は
、
Ｙ
ｏ
ｕ
ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
配
信
を

し
ま
し
た
。

大
会
は
、
花
澤
直
樹
中
央
副
執
行
委
員

長
が
開
会
を
宣
言
し
、
議
長
に
原
博
文
代

議
員
（
全
医
労
）
・
高
松
栄
次
郎
代
議
員

（
東
京
）
を
選
出
し
て
議
事
が
す
す
め
ら

れ
ま
し
た
。

中
央
執
行
委
員
会
を
代
表
し
て
、
森
田

し
の
ぶ
中
央
執
行
委
員
長
が
あ
い
さ
つ

（
要
旨
は
左
）。冒
頭
、
7
月
上
旬
に
発
生

し
た
静
岡
・
熱
海
の
土
石
流
や
各
地
の
豪

雨
で
被
災
さ
れ
た
方
々
に
お
見
舞
い
を
申

し
上
げ
る
と
と
も
に
、
多
発
す
る
自
然
災

害
や
、
新
興
感
染
症
・
再
興
感
染
症
な
ど

不
測
の
事
態
に
も
し
っ
か
り
対
応
で
き
る

施
策
が
い
ま
、
国
や
自
治
体
に
求
め
ら
れ

て
い
る
と
強
調
し
ま
し
た
。
ま
た
、
森
田

委
員
長
は
、
「
社
会
保
障
の
課
題
」
「
組

織
の
拡
大
強
化
」
「
平
和
の
取
り
組
み
」

な
ど
の
課
題
に
触
れ
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で

進
め
て
き
た
運
動
に
確
信
を
も
ち
、
引
き

続
き
奮
闘
し
ま
し
ょ
う
と
呼
び
か
け
ま
し

た
。来

賓
と
し
て
、
全
労
連
と
医
団
連
か
ら

連
帯
の
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

2
0
2
0
年
度
会
計
決
算
報
告
・
会
計

監
査
報
告
の
後
、
森
田
進
書
記
長
が
1
年

の
た
た
か
い
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
2
0

2
1
年
度
の
運
動
方
針
を
提
案
。
森
田
書

記
長
は
、
「
『
医
療
崩
壊
』
が
二
度
と
起

き
な
い
よ
う
、
医
療
を
ま
も
る
取
り
組
み

を
広
げ
、
『
い
の
ち
ま
も
る
緊
急
行
動
』

や
『
新
い
の
ち
署
名
』
に
取
り
組
ん
で
い

こ
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

討
論
で
は
、
文
書
発
言
含
め
41
本
の
発

言
が
あ
り
ま
し
た
。
森
田
書
記
長
の
総
括

答
弁
（
要
旨
は
2
―
3
面
）
の
後
、
採
択

に
移
り
、
満
場
一
致
の
賛
成
で
運
動
方
針

を
確
立
。産
別
統
一
ス
ト
権
は
、1
7
3
票

（
投
票
数
1
7
4
票
）
の
賛
成
で
確
立
し

ま
し
た
。

新
中
央
執
行
委
員
長
を

選
出役

員
選
挙
は
全
員
が
信
任
さ
れ
、
新
中

央
執
行
委
員
長
に
佐
々
木
悦
子
さ
ん
が
選

出
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
、
渡
辺
勇
仁
新

中
央
副
執
行
委
員
長
が
閉
会
の
あ
い
さ
つ

を
し
、
佐
々
木
新
中
央
執
行
委
員
長
の
リ

ー
ド
に
よ
る
「
団
結
が
ん
ば
ろ
う
」
で
散

会
し
ま
し
た
。

77
月月
2200
日日
〜〜
2211
日日
、、
日日
本本
医医
労労
連連
はは
「「
第第
7711
回回
定定
期期
大大
会会
」」
をを
開開
催催
しし
まま
しし
たた
。。

ココ
ロロ
ナナ
禍禍
のの
もも
とと
でで
開開
催催
ささ
れれ
たた
定定
期期
大大
会会
はは
、、
東東
京京
・・
ＴＴ
ＦＦ
ＴＴ
ビビ
ルル
をを
メメ
イイ
ンン
会会

場場
にに
、、
会会
場場
参参
加加
とと
オオ
ンン
ララ
イイ
ンン
参参
加加
のの
併併
用用
でで
開開
催催
。。
22
00
22
11
年年
度度
のの
運運
動動
方方
針針

とと
予予
算算
をを
採採
択択
・・
確確
立立
しし
、、
新新
年年
度度
役役
員員
をを
選選
出出
しし
まま
しし
たた
。。
大大
会会
はは
、、
「「
いい
のの
ちち
署署

名名
」」
をを
軸軸
にに
しし
たた
「「
いい
のの
ちち
まま
もも
るる
取取
りり
組組
みみ
」」
やや
、、
産産
別別
結結
集集
でで
勝勝
ちち
取取
っっ
たた
賃賃
金金

闘闘
争争
のの
教教
訓訓
、、
組組
織織
拡拡
大大
・・
強強
化化
のの
取取
りり
組組
みみ
なな
どど
、、
活活
発発
なな
発発
言言
がが
ああ
いい
つつ
ぎぎ
、、
産産

別別
運運
動動
前前
進進
へへ
のの
決決
意意
をを
固固
めめ
合合
うう
もも
のの
とと
なな
りり
まま
しし
たた
。。

日
本
医
労
連
第
71
回
定
期
大
会

に
リ
モ
ー
ト
を
含
め
ご
参
加
の
み

な
さ
ん
、
大
変
お
疲
れ
様
で
す
。

労
働
者
の
生
活
と
権
利
を
守
り
、

ま
た
、
平
和
と
民
主
主
義
、
医
療

・
社
会
保
障
拡
充
な
ど
の
運
動
、

新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
困
難
な
も
と

で
の
ご
奮
闘
に
心
か
ら
敬
意
を
表

し
ま
す
。

さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡

大
か
ら
1
年
半
が
経
過
し
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
安
倍
首

相
か
ら
菅
首
相
へ
と
引
き
継
が
れ

た
自
公
政
権
で
は
、
国
民
の
い
の

ち
・
暮
ら
し
・
経
済
も
守
れ
な
い

と
い
う
こ
と
が
、
多
く
の
国
民
の

目
に
も
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。

長
年
に
わ
た
る
効
率
最
優
先
の

医
療
・
社
会
保
障
抑
制
政
策
に
よ

る
脆
弱
な
医
療
・
公
衆
衛
生
体
制

の
も
と
で
コ
ロ
ナ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

に
見
舞
わ
れ
、そ
れ
で
も
な
お「
経

済
と
の
両
立
」
を
掲
げ
、
感
染
症

対
策
を
疎
か
に
し
た
結
果
、
「
本

来
、
助
け
ら
れ
る
い
の
ち
が
救
え

な
い
」
医
療
崩
壊
と
経
済
損
失
を

繰
り
返
し
、
経
済
面
で
も
戦
後
最

悪
の
落
ち
込
み
と
な
り
ま
し
た
。

ま
さ
に
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
は
、
自

公
政
権
が
ま
ね
い
た
「
人
災
」
と

言
え
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
が
長
引
く
こ
と
で
、

医
療
・
介
護
事
業
所
の
経
営
も
悪

化
し
、
そ
こ
で
は
た
ら
く
労
働
者

の
心
身
の
疲
弊
も
極
限
に
達
し
て

い
ま
す
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
を
優
先
し
、
現

場
に
さ
ら
な
る
し
わ
寄
せ
を
与
え

る
と
と
も
に
、
国
民
の
い
の
ち
を

も
危
険
に
さ
ら
そ
う
と
し
て
い
ま

す
。
国
民
の
な
か
に
は
、
感
染
症

対
策
や
経
済
対
策
に
失
敗
し
た
自

公
政
権
に
対
す
る
怒
り
と
、
同
時

に
、
医
療
・
介
護
現
場
へ
の
支
援

の
輪
が
大
き
く
広
が
っ
て
い
ま

す
。
今
後
、
安
全
・
安
心
の
医
療

・
社
会
保
障
の
実
現
を
掲
げ
る
日

本
医
労
連
が
果
た
す
べ
き
役
割
は

ま
す
ま
す
重
要
と
な
り
ま
す
。

こ
の
1
年
半
、
中
央
や
各
県
で

様
々
な
行
動
を
行
い
、
声
を
上
げ

続
け
、
世
論
を
味
方
に
雇
用
調
整

金
・
助
成
、
慰
労
金
、
医
療
機
関

へ
の
追
加
補
助
な
ど
改
善
さ
せ
て

き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
私
た
ち
が

進
め
て
き
た
運
動
に
確
信
を
持

ち
、
新
興
感
染
症
・
再
興
感
染
症

や
災
害
が
起
こ
っ
た
と
し
て
も
国

民
の
い
の
ち
・
人
権
が
守
ら
れ
、

憲
法
が
活
か
さ
れ
、
誰
も
が
人
間

ら
し
く
誇
り
を
持
っ
て
生
き
・
働

き
続
け
ら
れ
る
職
場
・
社
会
め
ざ

し
引
き
続
き
奮
闘
し
ま
し
ょ
う
。

限
ら
れ
た
環
境
下
で
の
大
会
で

す
が
、
2
0
2
1
年
度
の
運
動
方

針
を
み
な
さ
ん
の
積
極
的
な
討
論

で
、
よ
り
豊
か
な
も
の
と
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
最
後

に
、
皆
さ
ん
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍

を
祈
念
し
ま
し
て
、
中
央
執
行
委

員
会
を
代
表
し
て
の
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

■
21
年
度
運
動
方
針
案
―
可
決

■
21
年
度
予
算
案
―
可
決

■
21
秋
闘
産
別
ス
ト
権
―
確
立

（
賛
成
1
7
3
・
反
対
0
・
白
票
1
）

■
共
済
事
業
方
針
案
・
予
算
案
―
承
認
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あ
い
さ
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要
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）
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来
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の
方
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方
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全
労
連

小
畑
雅
子

議
長

医
団
連
代
表

片
山
忍

医
療
福
祉
生
協
連
専
務
理
事

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
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日本医労連は7月20日・21日の2日間、緊急事態宣言下の東京
都をメイン会場として、オンライン併用で第71回定期大会を開催
しました。大会には7全国組合・47都道府県医労連から、代議員
182名、特別代議員2名、執行部・大会役員56名、計240名と、
YouTube での傍聴参加がありました。コロナ禍により日常活動が
困難に陥りながらも、賃金・労働条件の改善や「いのち署名」請
願項目の実現を求める運動と組織拡大・強化を一体にすすめ、17
万234名で大会を迎えました。
国内で新型コロナが確認され1年半、発生時には想像もできな
かった急速な感染拡大が現場に押し寄せました。少ない人員体制
でいのちを守り、個人防護具の不足や厳しい行動制限のもと業務
にあたり、心無い差別や一時金の大幅減額に見舞われながらも、
使用者責任を果たすことを求める労使交渉や政府・自治体要請な
ど懸命に運動を展開しました。スタンディングや SNSでの発信、
幅広いアンケート活動やコロナ相談会、記者会見などかつてない
規模の多様な行動は、日本の脆弱な医療提供体制や公衆衛生の姿
を広く国民に知らせ、大きな賛同が寄せられました。「いのち署
名」は短期間の取り組みで65万筆の集約となり、紹介・賛同議員
は衆参両院で135名、地方議会での意見書採択は228自治体となり
ました。
「アベ政治」を継承する菅内閣は、補償無き自粛要請や緊急事
態宣言下での五輪開催強行などいのちとくらしを軽視し続けてい
ます。コロナ禍の国会において、戦争する国づくりへの第一歩で
ある「改正」改憲手続き法や国民監視を強化する土地利用規制法
をはじめ、病床削減推進法、看護師派遣の拡大、医師の時間外労
働の上限を年1860時間まで合法化するなど、新型コロナの感染拡
大という惨事に便乗して悪法の成立を次々と強行しました。原発
依存の姿勢を変えず、国民の苦境をよそに米軍辺野古新基地建設
や軍事費に税金を費やし、核兵器のない世界を求める国際的な流
れを妨害するなど異常な自公政権からの転換は待ったなしの情勢
です。
今大会では、文書、質疑を含め42名の発言で活発な討論が行わ
れました。患者利用者を守る現場の取り組み、「いのち署名」推
進や産別最賃めざす自治体要請・議会請願、行動制限を乗り越え
て奮闘した賃金・労働条件交渉や組織拡大の経験、2交替制導入
阻止、非正規差別NGの粘り強い取り組み、経営者による不当な
処分や介入を許さないたたかい、リアルな ACT の開催をめざし
青年の繋がりを強化する活動が報告されました。暮らしと地域医
療を守ろうと団結してストライキに立ち上がった発言は、職場や
地域に労働組合の存在を明らかにし、全国の仲間を勇気づけまし
た。困難なときこそ学習と実践、総括という原則に立ち返り、産
別に結集して事態を打開することの重要性が再確認されました。
いま、私たちが直面する大きな課題は、もはや人災となったコ
ロナ禍の下で検査や補償の拡充と、医療費適正化の名を借りた国
民の受療権を奪う医療計画・地域医療構想撤回、そして大幅増員
を実現することです。感染症や大規模災害に不可欠な公立・公的
病院の重要性、安心して生き働くための医療・介護・福祉の拡充
と国民負担軽減、人権を保障する憲法の大切さ、くらし守る全国
一律最賃の実現を医労連内外の仲間たちとともに世論へと押し上
げましょう。圧倒的に未組織となっている全国800万人の医療・介
護・福祉労働者に医労連を知らせ、早期に過去最高現勢を突破し
20万医労連を実現させ、制度・政策に大きな影響力を発揮する医
労連を建設しましょう。
提起された「医療・介護・保健所の削減やめて！いのちまもる
緊急行動」に結集し、各地で自治体キャラバンなど創意ある取り
組みをすすめ、総選挙において安全・安心の医療・介護・福祉の
実現を公約にかかげる国会議員を1人でも多く増やしましょう。
運動方針に団結し、憲法が活きる社会の実現を求める全国のなか
まと共に奮闘することを、ここに宣言します。

2021年7月21日 日本医療労働組合連合会第71回定期大会

７月６日、神奈川県藤沢市内の湘南中央病院に新組合が誕生し、
結成大会が行われました。

社
会
保
障
の
拡
充

安
全
・
安
心
の

医
療
・
介
護
の
実
現

宮
城
か
ら
は
、
県
立
が
ん
セ
ン

タ
ー
・
東
北
労
災
病
院
・
仙
台
赤

十
字
病
院
の
3
病
院
の
移
転
・
統

合
問
題
に
つ
い
て
、
「
反
対
署
名

を
1
カ
月
で
1
万
2
千
筆

集
約
し
た
。
町
内
会
な
ど

地
域
と
労
組
が
協
力
し
た

結
果
」
と
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

北
海
道
は
、
産
別
の
緊

急
行
動
で
複
数
の
看
護
師

が
声
を
上
げ
、
不
十
分
で

は
あ
る
が
定
期
的
な
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
を
実
現
し
ま
し

た
。
現
場
の
組
合
員
の
行

動
参
加
に
よ
り
、
要
求
実
現
が
前

進
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。災

害
復
興
・
原
発
ゼ
ロ

福
島
か
ら
は
、
東
日
本
大
震
災

・
福
島
第
一
原
発
事
故
か
ら
10
年

を
迎
え
、
「
復
興
五
輪
は
い
つ
の

間
に
か
コ
ロ
ナ
五
輪
と
な
っ
た
。

政
府
に
は
、
原
発
ゼ
ロ
・
再
生
エ

ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
と
核
兵
器
禁

止
条
約
へ
の
署
名
を
求
め
る
」
と

訴
え
ま
し
た
。

組
織
拡
大
・
共
済
推
進

埼
玉
か
ら
は
、
春
闘
ア
ン
ケ
ー

ト
を
用
い
た
非
正
規
職
員
の
組
織

拡
大
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
禍
で
働
く
仲
間
の
ね
ぎ
ら
い

や
癒
し
、
気
分
転
換
を
第
一
に
企

画
を
考
案
し
、
労
組
の
活
動
や
存

在
を
職
員
に
広
め
て
い
ま
す
。

神
奈
川
か
ら
は
、
コ
ロ
ナ
禍
以

降
の
4
つ
の
組
合
結
成
に
つ
い
て

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
4
つ
の
新

組
合
は
、
全
て
組
織
一
律
共
済
に

加
入
し
て
い
ま
す
。
地
域
労
連
に

も
加
盟
し
、
幅
広
い
連
帯
の
輪
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。

東
京
か
ら
は
、
24
時
間
ス
ト
ラ

イ
キ
を
行
っ
た
厚
生
荘
労
組
へ
の

激
励
や
抗
議
Ｆ
Ａ
Ｘ
へ
の
お
礼
、

早
朝
宣
伝
に
よ
る
組
合
の
可
視
化

か
ら
対
話
を
繋
げ
る
組
織
拡
大
の

取
り
組
み
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

愛
知
か
ら
は
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
デ

モ
の
取
り
組
み
か
ら
、
70
社
を
超

え
る
報
道
に
繋
が
り
、
組
合
員
の

看
護
師
が
取
材
に
応
じ
る
な
ど
運

動
へ
の
結
集
が
強
ま
っ
た
こ
と
、

組
合
の
見
え
る
化
か
ら
加
入
に
繋

が
っ
た
こ
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。

青
年
・
女
性
分
野

青
年
協
か
ら
は
、
新
歓
パ
ワ
ー

ポ
イ
ン
ト
の
改
定
報
告
や
2
0
2

2
年
の
全
国
ア
ク
ト
に
向
け
た
決

起
集
会
（
8
月
28
日
開
催
）
へ
の

参
加
呼
び
か
け
が
あ
り
ま
し
た
。

女
性
協
か
ら
は
、
「
女
性
の
権
利

ノ
ー
ト
」
の
改
定
報
告
や
「
は
た

ら
く
み
ん
な
の
川
柳
」
の
優
秀
作

品
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

湘
南
中
央
病
院
は
、
以
前

か
ら
一
方
的
な
賃
金
労
働
条

件
の
改
悪
等
が
行
わ
れ
て
お

り
、
労
基
署
か
ら
の
是
正
勧

告
後
も
改
善
さ
れ
な
い
ま
ま

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

◆
地
域
労
連
と
の
連
携

複
数
職
員
に
よ
る
県
医
労

連
へ
の
労
働
相
談
か
ら
、
湘

南
労
連
に
も
相
談
、
地
域
の

藤
沢
病
院
労
組
と
も
交
流

し
、
仲
間
増
や
し
を
重
ね
、

結
成
準
備
を
す
す
め
て
き
ま

し
た
。

◆
結
成
大
会
で
団
結

結
成
大
会
で
藤
倉
執
行
委

員
長（
写
真
前
列
中
央
）は
、

労
組
結
成
の
経
過
と
決
意
を

話
し
、
賃
金
労
働
条
件
を
め

ぐ
る
諸
課
題
に
つ
い
て
、
団

結
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

憲
法
・
平
和
、
政
治
革
新

沖
縄
は
発
言
に
あ
た
り
、
辺
野

古
新
基
地
工
事
現
場
へ
の
土
砂
搬

入
を
阻
止
す
る
市
民
抗
議
運
動
の

動
画
を
配
信
し
ま
し
た
。
ま
た
、

来
年
の
名
護
市
長
選
、県
知
事
選
、

那
覇
市
長
選
と
続
く
選
挙
を
オ
ー

ル
沖
縄
で
取
り
組
む
決
意
が
語
ら

れ
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ

神
奈
川
は
、コ
ロ
ナ
禍
以
降
の
、

対
自
治
体
要
請
行
動
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。
横
浜
市
の
請
願
は
否
決

で
し
た
が
市
独
自
の
財
政
支
援
を

複
数
回
実
現
さ
せ
ま
し
た
。
運
動

に
確
信
を
持
っ
て
医
療
・
介
護
を

守
る
た
た
か
い
を
生
み
出
し
て
い

く
強
い
決
意
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

愛
知
か
ら
は
、
み
な
と
医
生
協

労
組
が
17
年
ぶ
り
の
ス
ト
実
施
に

よ
る
要
求
前
進
や
、
地
域
・
労
使

共
同
で
の
宣
伝
行
動
な
ど
、
署
名

推
進
か
ら
運
動
が
展
開
し
成
果
に

繋
が
っ
た
経
験
が
語
ら
れ
ま
し

た
。夜

勤
改
善
・
大
幅
増
員

全
労
災
か
ら
は
、
労
働
者
健
康

安
全
機
構
か
ら
、
「
多
様
な
働
き

方
」
と
非
組
合
員
の
み
に
限
定
で

2
交
替
制
導
入
の
提
案
が
一
方
的

に
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。
労
働
組
合
の
弱
体
化
を

図
り
、
職
場
に
分
断
を
も
た
ら
す

導
入
を
な
ん
と
し
て
も
阻
止
し
て

い
く
決
意
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

労
働
条
件
・
働
く
ル
ー
ル

徳
島
か
ら
は
、
16
時
間
夜
勤
・

2
交
替
夜
勤
の
阻
止
に
向
け
た
た

た
か
い
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

夜
勤
協
定
違
反
が
続
い
た
県
内
の

公
的
医
療
機
関
で
職
員
の
脳
ド
ッ

ク
の
導
入
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

石
川
か
ら
は
、
コ
ロ
ナ
緊
急
ア

ン
ケ
ー
ト
を
加
盟
組
合
と
県
内
の

す
べ
て
の
病
院
に
送
付
し
た
看
護

の
日
の
取
り
組
み
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。
五
輪
中
止
を
求
め
る
声
明

を
発
出
し
、
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
は

常
に
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

賃
金
闘
争

全
医
労
は
、
マ
イ
ナ
ス
人
勧
の

な
か
、
ス
ト
権
を
背
景
に
、
署
名

や
職
場
決
議
の
取
り
組
み
で
、
賃

金
・
一
時
金
の
引
き
下
げ
阻
止
に

つ
い
て
発
言
し
ま
し
た
。
ま
た
、

賃
金
改
善
を
要
求
し
続
け
、
特
別

臨
時
賞
与
を
勝
ち
取
る
な
ど
、
団

結
の
力
か
ら
の
成
果
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

山
形
か
ら
は
、
4
万
円
要
求
を

掲
げ
た
た
か
っ
た
21
春
闘
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。
1
次
回
答
で
全
単

組
が
有
額
回
答
を
引
き
出
し
、
更

な
る
上
積
み
回
答
を
め
ざ
し
、
4

月
8
日
に
一
斉
に
2
次
団
交
を
行

い
ま
し
た
。
さ
ら
に
3
次
回
答
の

引
き
出
し
を
め
ざ
し
た
団
交
を
展

開
し
た
こ
と
な
ど
報
告
し
、
引
き

続
き
大
幅
賃
上
げ
実
現
に
取
り
組

む
決
意
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

●
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
流
行
で
大
変

な
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
職
場
の

ス
タ
ッ
フ
と
力
を
合
わ
せ
て
頑
張

っ
て
い
ま
す
。

（
岡
山
・
岡
留
裕
子
）

●
65
歳
以
上
で
す
の
で
、
ま
も
な

く
ワ
ク
チ
ン
2
回
目
接
種
予
定
で

す
。
各
種
大
会
、
選
挙
等
の
行
事

が
続
き
ま
す
の
で
、
抗
体
獲
得
で

行
動
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

（
滋
賀
・
若
山
義
弘
）

●
西
日
本
豪
雨
災
害
か
ら
3
年
が

経
過
し
ま
す
。
全
国
の
生
協
団
体

よ
り
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
の
場
を
借
り
て
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。（
岡
山
・
平
井
友
之
）

●
よ
う
や
く
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
2

回
目
が
終
わ
り
ま
し
た
。
ほ
ぼ
無

観
客
と
は
い
え
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
開
催
が
強
行
さ
れ
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
今
な
す
べ
き
は
コ
ロ
ナ

収
束
の
為
に
国
民
へ
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
全
力
を
尽
く
す
事
で
す
。

（
大
阪
・
土
井
恵
里
子
）

●
先
日
5
年
生
の
息
子
が
、
理
科

の
テ
ス
ト
で
「
雄
の
精
子
と
雌
の

卵
子
が
く
っ
つ
く
こ
と
を
な
ん
と

い
う
？
」
と
い
う
問
題
で
「
愛
情
」

と
書
い
て
い
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん

×
で
す
が
、
思
わ
ず
笑
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。（

東
京
・
多
田
弓
子
）

●
7
月
10
日
現
在
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
開
催
ま
で
2
週
間
を
切
り
ま
し

た
。
1
都
3
県
の
会
場
は
無
観
客

と
決
ま
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も

や
は
り
、
感
染
拡
大
と
医
療
現
場

へ
の
負
担
増
大
が
心
配
で
な
り
ま

せ
ん
。

（
奈
良
・
土
井
貴
文
）

【パズル解答】
1758号の答えは「ヒヤソウメン」でした。
正解者の中から抽選でクオカードを贈呈しま
す。

【応募方法】
①組合（病院）名、②職種、③氏名、④郵便番号、
⑤住所を記入し、解答を9／15（水）までにご応
募ください。「読者のページ」もご寄稿下さい。

【応募先】
〒110-0013 台東区入谷1-9-5
「日本医労連教育宣伝局」FAX03-3875-6270
e-mail： n-ask@irouren.or.jp

今
大
会
で
は
、
2
日
間
に
渡
っ

て
活
発
な
討
論
が
行
わ
れ
、
質
疑

と
文
書
発
言
を
含
め
、
42
本
の
発

言
が
あ
り
ま
し
た
。

■
コ
ロ
ナ
禍
の
克
服
、
い
の
ち
を

守
る
取
り
組
み
の
課
題
で
は
、
辺

野
古
米
軍
基
地
建
設
反
対
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
、
来
年
は
沖
縄
県

知
事
選
挙
な
ど
も
行
わ
れ
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
全
国
か
ら
の
支
援

も
行
い
、
基
地
反
対
の
声
を
広
げ

ま
し
ょ
う
。
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
克

服
を
め
ざ
す
取
り
組
み
で
は
、
繰

り
返
し
記
者
会
見
な
ど
を
行
う
こ

と
で
現
状
を
訴
え
て
世
論
化
を
図

り
、
対
県
・
自
治
体
に
向
け
て
申

し
入
れ
や
請
願
行
動
を
行
い
、
多

く
の
県
医
労
連
が
、
県
独
自
支
援

な
ど
を
行
わ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が

り
ま
し
た
。
私
た
ち
の
運
動
の
成

果
で
あ
る
こ
と
に
確
信
を
も
ち
、

引
き
続
き
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
克
服

を
め
ざ
す
取
り
組
み
を
強
化
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
賃
金
闘
争
課
題
で
は
、
「
コ
ロ

ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
賃
上
げ
を
」
と

意
思
統
一
し
、
ス
ト
ラ
イ
キ
を
構

え
て
ベ
ア
を
引
き
出
し
た
北
海
道

勤
医
労
、
第
2
次
回
答
引
き
出
し

交
渉
も
統
一
日
を
設
定
し
、
産
別

統
一
闘
争
を
重
視
し
た
山
形
県
医

労
連
な
ど
、
し
っ
か
り
と
ス
ト
ラ

イ
キ
を
構
え
、
要
求
に
確
信
を
待

っ
て
ベ
ア
に
こ
だ
わ
っ
た
労
組
で

前
進
も
勝
ち
取
り
ま
し
た
。
Ｒ
プ

ラ
ン
と
称
し
て
、
人
事
考
課
を
反

映
さ
せ
た
賃
金
制
度
導
入
と
た
た

か
う
全
日
赤
の
取
り
組
み
や
、
非

正
規
差
別
Ｎ
Ｇ
の
取
り
組
み
を
強

化
し
、
多
く
の
処
遇
改
善
を
勝
ち

取
っ
た
発
言
も
続
き
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
る
経
営
へ
の
大
き
な

打
撃
の
中
で
、
減
収
補
填
を
国
に

迫
り
、
緊
急
包
括
支
援
交
付
金
を

重
ね
て
実
施
さ
せ
た
こ
と
で
、
一

時
金
の
追
加
支
給
を
さ
せ
、
削
減

分
を
戻
し
た
労
組
も
増
え
ま
し

た
。
医
療
・
介
護
の
経
営
が
厳
し

い
と
の
理
由
に
よ
り
、
退
職
金
引

き
下
げ
や
労
働
時
間
延
長
な
ど
の

不
利
益
変
更
提
案
を
行
っ
て
く
る

法
人
も
あ
り
ま
す
が
、
産
別
統
一

闘
争
に
結
集
す
る
こ
と
で
こ
そ
、

困
難
を
打
開
し
、
前
進
を
勝
ち
取

れ
る
と
い
う
教
訓
を
確
信
に
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
夜
勤
改
善
、
大
幅
増
員
課
題
で

は
、
人
手
不
足
を
背
景
に
、
長
時

間
二
交
替
夜
勤
の
導
入
が
す
す
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
長
時
間
夜
勤
導

入
に
は
断
固
反
対
し
、
働
き
続
け

ら
れ
る
職
場
を
つ
く
る
上
で
も
、

一
日
の
労
働
は
8
時
間
以
内
、
勤

務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
は
12
時
間
以

上
、
夜
勤
協
定
は
厳
守
さ
せ
る
労

働
条
件
を
つ
く
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

当
然
、
そ
の
た
め
の
大
幅
増
員
は

不
可
欠
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
、
医

師
・
看
護
師
な
ど
医
療
現
場
の
従

事
者
不
足
は
、
国
民
の
多
く
が
実

感
し
ま
し
た
。
世
論
を
広
げ
、
夜

勤
改
善
・
大
幅
増
員
を
実
現
さ
せ

ま
し
ょ
う
。

■
社
保
改
善
、
国
民
共
同
の
課
題

で
は
、
「
い
の
ち
署
名
」
の
取
り

組
み
が
全
国
各
地
で
旺
盛
に
す
す

め
ら
れ
ま
し
た
。
群
馬
で
は
10
年

ぶ
り
に
議
会
陳
情
・
請
願
に
取
り

組
み
、
宮
城
や
広
島
を
は
じ
め
多

く
の
県
で
ハ
ガ
キ
署
名
の
取
り
組

み
を
広
げ
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
外

に
打
っ
て
出
る
宣
伝
な
ど
に
制
限

が
か
か
る
中
で
も
、
工
夫
を
凝
ら

し
、
地
域
労
連
や
社
保
協
と
も
連

携
し
、
運
動
を
大
き
く
広
げ
た
発

言
が
数
多
く
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
だ
け
多
く
の
国
民
の
支
持
や

国
会
議
員
の
賛
同
、
地
方
議
会
か

ら
の
意
見
書
な
ど
が
国
会
に
寄
せ

ら
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い
の

ち
署
名
の
採
択
を
見
送
っ
た
自
公

与
党
と
、
菅
政
権
に
は
、
い
の
ち

ま
も
る
緊
急
行
動
で
、
医
療
・
介

護
・
社
会
保
障
や
、
保
健
所
の
拡

充
な
ど
の
実
現
を
迫
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
、

感
染
症
病
床
を
中
心
的
に
担
う
公

立
・
公
的
病
院
の
役
割
の
重
要
性

が
明
ら
か
に
な
っ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
菅
自
公
政
権
は
、
病
床
削

減
法
案
を
押
し
通
し
、
地
域
医
療

構
想
を
す
す
め
る
と
し
て
い
ま

す
。
病
院
再
編
・
統
合
、
移
譲
反

対
の
取
り
組
み
は
、
宮
城
県
医
労

連
や
国
共
病
組
を
は
じ
め
、
地
域

住
民
と
連
携
し
な
が
ら
運
動
を
広

げ
て
き
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
地

域
に
根
差
し
て
す
す
め
ま
し
ょ

う
。
介
護
従
事
者
の
確
保
の
た
め

に
は
処
遇
改
善
は
不
可
欠
な
要
求

で
す
。
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算

の
内
容
を
改
善
さ
せ
、
そ
し
て
介

護
保
険
制
度
の
抜
本
的
改
善
を
す

す
め
る
た
め
に
、
介
護
労
働
者
の

組
織
拡
大
を
す
す
め
な
が
ら
仲
間

を
増
や
し
運
動
を
広
げ
ま
し
ょ

う
。

■
組
織
拡
大
・
強
化
の
課
題
で
は
、

不
当
労
働
行
為
や
不
当
配
転
、
不

利
益
変
更
な
ど
と
た
た
か
う
仲
間

の
報
告
と
引
き
続
く
支
援
の
訴
え

が
あ
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
医

療
・
介
護
経
営
も
厳
し
く
な
る
と

同
時
に
、
労
働
相
談
も
増
え
て
い

ま
す
。
産
別
の
力
を
結
集
し
て
困

難
を
抱
え
る
仲
間
を
励
ま
し
、
す

べ
て
の
争
議
に
勝
利
し
ま
し
ょ

う
。
労
働
相
談
か
ら
の
労
組
結
成

や
、
非
正
規
雇
用
の
仲
間
を
増
や

し
た
取
り
組
み
、
困
難
な
中
で
も

青
年
協
や
女
性
協
が
集
い
、
交
流

を
深
め
て
い
る
報
告
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
活

用
で
世
論
を
喚
起
し
運
動
を
広
げ

た
取
り
組
み
な
ど
、
多
く
の
教
訓

的
な
取
り
組
み
発
言
が
あ
り
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
克
服
の
た

め
に
医
労
連
が
果
た
す
役
割
は
、

さ
ら
に
重
要
性
を
増
し
て
い
ま

す
。
私
た
ち
の
運
動
は
こ
の
1
年

の
中
で
も
大
き
く
前
進
し
て
き
ま

し
た
。
そ
の
成
果
を
職
場
に
伝
え

て
運
動
へ
の
確
信
を
広
げ
、
要
求

実
現
に
向
け
た
更
な
る
奮
闘
を
呼

び
か
け
て
総
括
答
弁
と
し
ま
す
。

新型コロナの感染拡大により、日本の低医療費・社会保障抑制政策が
作り出した医療・保健衛生、社会保障の脆弱さが浮き彫りとなりました。
新型コロナ感染者はもとより、病気・ケガの患者に必要な医療が提供で
きず、本来助けられるいのちが救えない事態が起こりました。また、コ
ロナ禍の厳しい医療現場に直面し、多くの仲間が職場を去る状況にも陥
りました。患者・利用者・国民のいのちを守ることを使命とする私たち
医療・介護・福祉労働者にとっては、到底容認できない苦しい事態が続
いています。
菅・自公政権は、コロナ禍で起こった感染拡大や医療崩壊、国民生活
の困難に対して、まともな対応を行わないどころか、人の移動を促す
GoTo 事業や東京五輪開催に固執し、ワクチン確保・接種でも世界から遅
れをとり、まともな補償もせずに緊急事態宣言を繰り返し国民生活を疲
弊させてきました。さらに、医療崩壊に拍車をかける病床削減法や高齢
者医療費窓口負担2倍化法、国民監視を強め基本的人権を踏みにじるデ
ジタル法や土地利用規制法、さらに改憲にむけた改正国民投票法をコロ
ナ禍のもとで火事場泥棒的に次々と強行してきました。これ以上、菅・
自公政権に国のかじ取りを任せるわけにいきません。
まもなく総選挙が行われます。私たちは、引き続き菅・自公政権によ
る格差と貧困の拡大や、医療・社会保障を抑制する政治を続けさせるの
か、国民と医療・介護・福祉労働者の声に耳を傾け、医療・保健衛生、
社会保障に税金を使い、格差と貧困の解消や8時間働けばまともに暮ら
せる社会にする政治に転換するのか、という重要な岐路に立っています。
選挙での医療労働者の投票率は低いと言われています。投票に行かな
いのは、今の政治のあり方を追認することになります。1人1人の一票
で、いのちが大切にされ安全・安心の暮らしができる政治を実現しまし
ょう。総選挙では必ず投票に行き、悪政を転換させる一票を投じること
を呼びかけます。
以上、決議する。

2021年7月21日
日本医療労働組合連合会第71回定期大会

求められる労働組合求められる労働組合

医療・社会保障制度を拡充し、安心して暮らせる社会を築く
政治転換を求める決議

特別決議

書
記
長

総
括
答
弁

書
記
長

総
括
答
弁

共
同
広
げ
い
の
ち
守
る

共
同
広
げ
い
の
ち
守
る

佐々木悦子
新中央執行委員長
佐々木悦子

新中央執行委員長

日本医労連定期大会
活発に討論活発に討論

（
写
真
右
か
ら
）
議
長
団
の
東
京

・
高
松
さ
ん
、
全
医
労
・
原
さ
ん

大 会 宣 言大 会 宣 言湘南中央病院労働組合結成

結成大会で団結を固めあった新しい仲間結成大会で団結を固めあった新しい仲間

神奈川県医労連

全
国
か
ら
の
激
励
に

感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
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子
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）
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長
）
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記
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）
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労
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帯
の
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が
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き
ま
し
た
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あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

日本医労連第７１回定期大会のご盛会を、心からお慶び申し上げます。
日本医労連の皆様が、患者の生命と健康を守るため、安心で安全な医療
・介護の提供を目指して、日夜現場でお力を尽くされていることに、心か
ら敬意を表します。また、日頃、日本看護協会、都道府県看護協会の活動
に対してご支援・ご協力を賜っておりますことに、厚く御礼申し上げます。
まずは、一年半余に及ぶ新型コロナウイルス感染症への対応にあたり、
医療・介護の場にあって、専門職として最善を尽くしてこられた皆様に、
心から敬意を表し感謝いたします。
このコロナ禍において、看護職の疲弊は重責し、もはやその使命感に頼
るのは限界ともいえます。コロナ禍が明らかにした医療提供体制の脆弱性
や看護職の確保の困難さについては、原因を明確にし、早急に是正に向け
た政策を進める必要があります。平時から看護職員の配置が十分にあって
こそ、緊急事態に対応できることを忘れてはなりません。看護職の確保が
国を挙げての喫緊の課題となっている今、看護職の志や誇りを守るために
も、正当な評価と貢献に見合った処遇の実現に、国は早急に着手すべきで
す。本会としては、引き続き国に対しこれらを強く要望してまいります。
本会は令和３年度の重点政策・重点事業として「看護職の働き方改革の
推進」を掲げ、先ごろ「就業継続が可能な看護職の働き方の提案」を公表
いたしました。看護現場での取り組みを進めていただくことと併せ、引き
続き、看護業務の効率化・生産性向上のための支援策の提案と普及に取り
組んでまいります。
各職場の労働条件・労働環境の改善は、それぞれの職場の労使による主
体的な取り組みによって一歩一歩進められることが期待されます。各職場
での労働組合の役割と責任は一層大きく重いものと、期待しております。
一年半に及ぶこの危機的な状況によって、改めて、看護職の果たす役割
と重要性に人々が目を向け、光が当たるようになりました。苦しい時間は
続きますが、日本看護協会は、この機運をとらえ、世論の後押しも得なが
ら、看護が一層の力を発揮できるより良い制度、環境を築いていくため努
力してまいります。ともに、未来に向けた歩みを進めて参りましょう。

公益社団法人 日本看護協会
会長 福井トシ子
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